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役会）の意向を重視する。デイクは、バタヴィア総督府は一六四四年の戦争で受けた損害の賠償と、それによって生じた捕虜、及びカンボジアが接収した物資の返還をカンボジア側が認めない限り、和平交渉に応じない する姿勢をとってい が、 交易再開を望む重役会の意向に抗しき ず、結局和平交渉に応じざるを得なかったことを指摘する。損害に対する賠償と物資の返還は実現しなかったものの、総督府は、国王が日本向けの輸出に関する制限をやむを得ない、彼がそれをするこ を妨げられないからこれで良 として、第四条（後述）の承認を大いに喜んだ、他方重役会は和平通商が回復されたことを成功とみなし、後は国王が条約を遵守すれば会社に 大きな利益 なると評価したと述べる［
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結がカンボジア国内における反国王派の勢力拡大につ がったとして、カンボジア側の意義 考察する。それにより一六五八年のベトナム（広南阮氏）の介入が容易となり、それ以降カンボジアでは、ムスリムやヨーロッパ人よりもシャムとベトナム 影響力が増大していったと指摘する［Reid 1999:36 ］ 。
　
上記五者の考察は、力点の置き方に違いがあるものの、
いずれも第一次条約の締 及びその後におい 主導権 握

































































































嚇と詰問のため艦隊を派遣した。しかしこの艦隊は、同月一二日～一三日にかけて起きたプノンペン前面での戦いで、司令官ヘンリック・ハロウズを筆頭に、遠征軍の全兵力三四八名のうち、約五分の一に当 る六二名 戦死し、一四五名が負傷するという大敗を喫し 撤退 た［D
om
ckens 1644:350 ］ ［
K


































 vol.2:269 ］ 。
一六四六年五月にも使節二名にオランダ人二名を同行させて再度謝罪し、総督が を派遣してくれるならば、一六四四年の戦闘で捕虜となったオラ ダ人三五 送還すると表明した。一六四七年四月にも使節を派遣して講和を求め、その条件として略奪した物品 半分 返還す 意志を示した［
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総督と評議員会宛の書簡をもたらした。しかし 彼ら は和平協定を結ぶ権限が与えられておらず、 商取引をした後、七月にカンボジアへ向けて出発した。この際総督府は 自分たちはカンボジアとの和解を望んでいる め 国王が然るべき権限を持った使節をバタヴィアへ派遣し、両者間の紛争を処理することが賢明であるとこれ の使節に伝えた［G
M












































Buch 1937: 224-225 ］ 。この
ため、正式な通商条約締結は先延ばしされ、一六五六年から五七年にかけての両者の交渉妥結を待たなければならなかった。　
こうして非公式ながら交易を再開した両者の間で、カン
ボジア らジャワへ送られる産品 して特に米と安息香が、ジャワ カンボジアへもたらされる産品としてインド綿布が重要であったことが、 『バタヴィア城日誌』から明らかとなる［
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Lejosne 1993:78 ］ 。このような状況下で、安
息香をはじめ、対日交易の重要産品である鹿皮や漆などの森林生産物を入手するために、カンボジアも大量のインド綿布を必要とした。






















































員が現地で重大な犯罪を起こした場合、国王は現地の司法当局を通じて彼らを裁くことはできず、オランダの法律に従って罰せら るために、彼らを会社 商館長に引き渡さなければな ない。前述の商館長自身が、国王ないしカンボジア王国に対して重大な罪を犯 場合も 国王は罪を犯した者 身柄を、提出され 証拠や証言とともに、総督およびイ ド評議会付裁判所で裁かれるために、一番早いバタヴィア行 の
































































































第五条に 、国王は敵対していな 国の者が彼の国へ来ることを禁じることはできないが、彼らを招き入れること しない。
⑤
　














































は受け取り、その内容を非常によく理解いたし、平和になったことをわが臣民すべてに周知させま た。それによって今後は、オランダ人はわが臣民に対しあらゆる援助を行う義務があり、同様に我々もオランダ人に対しあらゆる機会に同じことを行うことが義務付け れます。そして、 しこの条約が結ばれたあとに、陸域であれ海域であれ がわが臣民に、あるいはカンボジアからオランダ人に対して損害がもたらされた場合には、 かる損害は、それをもたらした者の側 よって補償されなければなりません。　
当地に産し、日本で売られるあらゆる商品を、会

























































































商館員虐殺事件である。 の事件の背景として、オランダ人とポルトガル人との抗争があり、それ 関す 裁判 国王自らが直接関与した。その裁定 オランダ商館側が不満
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un 1995:290-301 ］ 。















































































apport gedaen door Sr.H
endorik Indeijck  1657:362 ］ 、
三月一〇日にバタヴィアに到着し、カンボジア国王発東インド総督宛書簡を届けた［
D





Yule and Burnell 
2000:816 ］ 。
（
17）この他にトンキ もあったが、この地の産品として重要だった は 森林生産物よりもむしろ絹、生糸であった［永積
  二〇〇一：一六四―一六九］ 。
（

























21）鹿皮は 一六～一七世紀におけるカンボジア 主力商品として知られていた ［グロ エ一九九七：三一四］ ［
Valentijn 
1724:38 ］ 。ただしウィストホフは、ラオスへ向かう途中で













ettingh and A. Stouthart 1657:359] 。ただし、
一六五八年 広南阮氏 カンボジア侵略の際、イギリスはオランダ人とともに広南阮氏軍の略奪を受けてカンボジアを退去したとの記録がある［























25）反乱を起こした王子はいず も、 ーマーディパティ一世に殺害された摂政の息子だった される。
　
（立教大学アジア地域研究所）
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カンボジア・オランダ東インド会社間通商平和条約締結（一六五六～五七年） （遠藤）
Peace and commercial treaty between Cambodia and the 
Dutch East India Company (1656-57) reconsidered: On 
the problems of monopolization of trade by Cambodian 
kingdom and the Dutch East India Company
ENDO, Masayuki
South East Asia from the 15th to the 17th century experienced 
its prosperity of trade due to growing traffic of merchants coming to 
seek for spices, forest products and rice etc. In the 17th century the 
kingdom of Cambodia, which was part of the region, did the same 
situation attracting various groups of interests. One of them was the 
Dutch East Indian company (VOC) which founded the mercantile 
establishment in the kingdom in 1637. A conflict stemming from issues 
concerning the Portugese happened between the king of Cambodia 
and VOC in 1644, resulting in breaking ties with each of the parties. 
In spite of the political problem, however, they wanted to resume their 
political relations quickly: Cambodia could not put aside effects of VOC 
because it had grown to be a key economic actor in South East Asia 
while VOC also needed the kingdom as supplier of goods because rice 
for their provisions on site and forest products including skin of deer 
and Japanese lacquer as exports for commerce with Japan occupied a 
significant proportion of trade items between them. That is the reason a 
peace and commercial treaty (called the first treaty here) was conducted 
to be designed to reconstruct their political balance in 1656.
Influential scholars have regarded the first treaty as conducted 
on the initiative of VOC and accordingly being of more advantage to 
monopolization of trade by the company. In the first three chapters, 
however, our reexamination of relevant primary sources shows us that 
the initiative of conducting process of the treaty was not given VOC so 
that a fairly good degree of the demands by the king of Cambodia was 
incorporated in some articles of the treaty. The incorporation created 
the chance to give advantagious effects to Cambodia in spite of its 
intention of VOC. On the premise of our reexamination the succeeding 
chapters treat with revaluation of the contents of the first treaty and its 
significance to Cambodia, differences of intention in the treaty between 
VOC and the kingdom and influence to commerce for both parties after 
the treaty.
